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理事会だよ　り

第14期第8回常任理事会

　日　時　3月10日16時～21時

　場所気象庁予報部会議室

　出席者　神山，根本，吉野，朝倉，小平，岸保，

　　　　　畠山，北岡．

議題

　1．総会準備

　　（1）シンポジウムr熱帯気象」の予稿は天気の別

　　　刷をとり，会場で実費で販売する．また，熱

　　　帯気象シンポジウムの予稿に要した頁数はふ

　　　やしてもらいたい件は，大田理事から桜庭理

　　　事に相談して，なるべく，そのようにとりき

　　　めてもらう．

　　（2）発表会場をさらにふやすことは，困難な実情

　　　があるので，研究発表時間を延長し，18時30

　　　分までとする．また，椅子席をふやして，収

　　　容人員をますよう努力する．

　　（3）総会議題には第4回国際大気電気会議の開催

重9G7年3月

　　の件を提出する．

　（4）ベトナム戦争反対の決議ないし，アッピール

　　をしたい希望がのべられたが，具体的でない

　　ので，必要なら次回に討論する．

2・第4回国際大気電気会議の募金趣意書は原

　案通り可決された．

2・学会運営改善の常任理事会案はつぎのように

　きまつた．

（1）理事長は理事の互選にする．

（2）外国人会員を設け，選挙権，被選挙権をあたえ

　ない．

（3）選管の任務をきめた細則をつくる．

（4）事務局強化は漸進的に進め，まず，B会員会肇

　年120円値上，別刷代の徴集，会員の増加，気

　研ノートの発行回数をふやすことなどがきまっ

　た．
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